
実践例「図工」 

 

 

 

 

 
【題材・単元名】 
「にぎって、ひねって、ひらめいて」 
※Ａ君の実態に合わせて単元の1限目に本時を設定した。 
 
【対象学年】 
小学校3年生 
 
【支援籍のねらい】 
・いつもと違う環境のなかで、手指をたくさん使って学習に取り組むことができる。 

（川越特別支援学校児童Ａ） 
・相手のことを知り、どのように関わることで楽しく交流できるかを考える。（支援籍校児童） 
 

時間 活動内容 目標 留意点 
○児童Ａ ◎支援籍校児童 ○本校◎支援籍校 

０分 
 
 

5 分 
 
 
 
 
 
 
 
 

２０分 
 
 
 
 
 
 

３５分 
 
 
 
 
 

４５分 

１、はじまりのあいさつ 
 
 
２、粘土の準備体操 
①体の準備体操 
②粘土を温めよう 
③大きく丸める 
④小さく丸める 
⑤広く平らに伸ばす。 
⑥いくつも平らに伸ばす。 
⑦蛇の形にする。 
 
３、作品を作ってみよう 
 
 
 
 
 
 
４、友だちの作品を見てみよ
う。 
 
 
 
 
 
５、終わりのあいさつ 

 
 
 
○学習の流れに沿
いながら粘土と触
れ合い、取り組む
ことができる。 
 
 
 
 
 
○教員の支援を受
けながら、作った
形を組み合わせて
作品を作ることが
できる。 
 
 
○友だちの作品を
興味を持って鑑賞
することができ
る。 

◎学習に取り組むと
ともに児童 A の様子
に注目し、関わり方に
ついて考える。 

 
 
 
○感触の違う３種
類の粘土（油、紙、
米）を準備し、児童
の集中が続くよう
支援を行う。伸ば
す棒も学校の図工
で興味を持って触
れている物を準備
する。 
○準備体操の段階
で作った作品を少
しずつ、取り出し
支援籍校の児童に
も見せられるよう
にする。 
 
○支援籍校の児童
の作品を壊さない
ように留意する。 

 

【評価】 

・いつもと違う環境のなかで、手指をたくさん使って学習に取り組むことができたか。（本校児童A） 

・相手のことを知り、どのように関わることで楽しく交流できるかを考えたか。（支援籍校児童） 

【支援籍学習の目的】川越特別支援学校ガイドラインより 

○地域との関係を深めるとともに、在籍校（学級）以外の学校（学級）において学ぶことにより、 

「社会で自立できる自信と力」を育む。（川越特別支援学校） 

○同じ地域に住む障害のある児童生徒と学級の一員として学ぶことにより、「心のバリアフリー」を育む。

（支援籍校） 

【支援籍校教員から】 

・前回の交流を通して出た反省を子どもたちと話し合った。「大きな声、音が苦手」「教室にずっといる、着席

は苦手」など共通認識を持った。 

・児童Aが丸める、こねる、平らにすること以上は活動的に難しく、作品を作ることが難しい実態を踏まえて、

粘土の準備体操を思いついた。いきなり作品を作るのではなく、①から⑦を３分ずつくらい取り組むことで

実態差を感じない内容になっている。 

・児童 A が支援籍校の作品を壊してしまう可能性があったので、「興味があるから触りたくなってしまう」＝

「それくらい魅力的な作品」と子どもたちに伝えた。時間中には児童 A に触ってほしくて A の前に作品を

持っていこうとする児童もいた。児童Aに触られるとみんなが「いいなー」と言っていた。 


